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が で::ユル;‘?ム じ :':V-リ,り，、で I シふ:" ：

慶 應 義 塾 大 学 図 書 館 所 蔵  

A d a m  S m i t h の g 筆 書 簡 二 通 を め ぐ っ て

一とくに小池基之教授とI. S. R oss教授の転写の比較検討——

頻 藤 壬

まえが.き

慶應義塾大学の三田図書館が所蔵する二通のAdam 

S m ithの自書簡 'については, .すでに本誌第63卷第 

5号で小池基之教授がその複写および全文の輯写-とと 

もにその内容に関しての詳しい解説を書かれている(。2) 

このニ書简は一部を除いて未刊のものであっただけに, 

小池教授の解説はS m ithの f国富論』執筆のための 

資料1；集-の一駒を明らかにした意味におV、てきわめて 

貴重なものである。

ところで1977年に.TVifg Glasgow Edition of the 

Works and Correspondence of Adam Smith (以下. 

6■スミス全集』と略記）の第六巻として公刊されたThe

( 3 )
Correspondence of Adam Smith (以下『參偷後』i- 

略記）には，上述の慶應義塾大学図書館所蔵のSmith 

のニ書簡も当然のことながら収録されて、る。 しかし 

『書简 |̂1』の編者はこのニ書簡の所在を示すにあたっ 

て,，いずれも束京大学図書館所蔵と記してい£1) 疲應 

義塾大学は図書館長名でこの誤記の訂IEを 『スミス全 

集』の編集委員会に正式に♦ し入れたが，これにおし 

て 『書簡第』 の妻質上の編者であるIan Simpsdn 

R oss教授から図書館長あてに返書が屈けられた。そ 

れによると，上記のニ書簡を編集するさいにMossner 

教授とRoss教授は雄松堂書店の新fll満夫長から提 

供された同書店製作のファクシミにもっぱら依拠 

したとのことであるが，原本の所在を東京大学因書館 

_  所蔵とした経緯については何ら触れていなも9、ここのよ

a ( l ) 二通ともSir David Dalrymple, Lord Hailesにあてたもので， 日付は176啤 1月15日と同;ff: 3_f；Jl2ロである_

.(2) 小池基Z  ri769年のAdam Smith— -Adam Simth の Sir David Dalrymple, Lord Hailes 宛未刊の手紙に 

ついてJ (廣應義塾経济学会r三ra学会雑誌』第63卷館5号，197わ年5月) , pp. 26-34.

(3 ) Ernest Campbell Mossner & Ian Simpson Ross(eds), The Correspondence of Adam StnithCOxtord: 

Clarendon Press, 1977)-

( 4 ) このはかに竹め謙ニ氏所蔵のI7 6 9年.3月5 日付の書簡び書節级J のNo. 116)と;iK都外Hif大学所蔵の同年5月16 

日付の書簡(『書簡编J のNo. 119)も鬼京大学ITimf所蔵と誤って記している。
(5 ) カナダのUniversity of British Columbiaの英語の教授。『書簡勉は The Life of David Hume (Oxford： 

Clarendon Rress, 1954)を書いたMossner教授が.Adam S m ithの伝記を書くための基礎作業としてはじめら 

れたものであったが， Mossner教授が病気のためこの仕事を断念してからはRoss教授が編级担当者となった。 

詳しくはr書简染J の/5；文および水a 洋 r社会思想の旅』（来京：新評論，1975)のpp .125—130を参照。なお，『書简 

集J の序文の中で（P. v i i i )スミスの畫いた書簡の編集はMossner教授の分担とあるが，本稿ではRoss教授を最終 
的な編染資任者とみなしている。

(6 ) 1978年1月16H付の旧書蛇提高鳥正失教授あての書簡のとと。この件に!^しては三[II図書館副館長石川博道氏の御教 

示を得た。また，Sm ithの自第̂ 简の調をにさいしては，三[IJ因書館の御廣力をいただいたことを記して謝意をまする。

(7 ) 5■謝lij紙！の ‘Acknowledgements, (p. xりを参照。1968年5月21日ロンドンで行なわれた入札会で，日本にある 
S m ithの自撞書通を雄松堂動*ifが落札したのである。 '

. ( '8 . )雄} 書 0 が特別に製作したプァクシミリ版 iを"グ Autograph Letters of Adam Smith to Lord Hailes, 1769 

KirkcaldyのことA

( 9 ) この仲については新IB满夫氏にも伺った力 今のところ不明である。 '

' -一一119 (421)——
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mi学会雑誌j 71巻 3号 （1978尔6月）

うに恼染 Jの編者がじかに原本にあたるという作業 

をはぶいたために，そのはかにもいのくつかの転写上 

の誤記や文字の脱蒸がある0 Ross教授の編染した『書 

簡染』ウ転写を小池教授が1970年に発ました転写と比 

較してみると，力、なり與なる筒所があることがわかる0 

筆者は両者の棚違点を究明するために，三出図書館所 

蔵のSmithのほ策書簡に直接あたり，Smithの跡の 

研究とともにニ書倚の詳細な調査を突施してみた。本 

稿は-讓者の調; をふまえた小池教授とRoss教授の転 

写の比較検討であると同時に，Smith研究の一資料を 

できるだけJE確に提供しようとするものである。

1 . Lord H a ile sにつレて

三旧図書館が所蔵するS m ithの自筆#筒は二通と 

も Sh. David Dalrymple, Lord Hailes にあてたも 

のであることは冒頭で述べたが，このLord Hailesな 

る人物について小他教授とは別の観点から筒単な鮮説 

を試みることにする。

Lord Hailesは1726年10月28日にエディンバラで生 
Go)

まれた‘。イートン校で学んだのち，民法の班究のため 

オランダのュトレヒト大学に遊学する。1746年スュッ 

トラソドに帰り，1ァ48年2 月には弁護士の資格を得 

た。その人柄と学殖により法#家としての名声を博し 

1766年 Lord Hailesとして高等民事载判所の刺事に 

昇進したのである。本稿で取り上げたS m ithのニ書 

恼が書かれたのは1769年であるから，Lord Hailesが 

この地位にあったときのことである。

判事の職務にたずさわるかたわら，Lord Hailesは 

歴史や文学の班究もすすめていた。そ の 間 Samuel' 

Johnson, Burke, Horace Walpole などのイングラ 

ンドの文人たちと文通している。『書簡集』 の中には 

Lord HailesにあてたSmithの書簡が五通あるも©I

の，Lord Hailes 自身は David Hume, Smith, 

William Robertsonなどといった当時のスコットラン 

ドにおける文化的指導者たちとは親交をもたず，ュデ 

ィンバラ選良協会（Select Society of Edinburgh) 

においてもg'{極的な活動をみせなかったということは 

注意すべき事実である。

1759年にグラスゴー大学でS m ithの文学講義を間 

いた James Boswellの Life of Johnson には,この 

Lord. Hailesがしぱしぱ登場する。Boswellは Lord 

Hailesをたいへん尊敬していて，「非常に创意に富ん 

だ人で，すぐれた学者，的確な批評家でもあり，しか 

も立派な人物J であるとさえfl■っている。Boswellは 

ロンドンへ出て来てからのちも定期的にLord Hailes 

に手紙を# き，助言を求めたりしているのである。

Life of Johnsonを幡くと，1763年 7 月14日の夜に 

BoswellはLord Hailesからの手紙の一節をJoliiison 

に読んで聞かせている。Lord Hailesの Johnsonへ 

の崇拝ぶりがよくうかがえるので，その一節の前半を 

下に引用してみよう。

貴君■がサミ.ュエル• ジ.gンスン氏との.友誰を得b れたこ 

とを思うと，まことに欣快の至りです6 ジョンスン氏はイ 

ングランドの生んだ最高の倫理的な作家のひとりです。と 

同時に，私は貴君がそのような人と心おきなく，打ちとけ 

て対話できるととをうらやましく思います。どうか贵君か 

らジa ンスン氏によろしくお伝え下されたく，また『ラム 

プラー』誌と『ラセラス』の著者に対して私が尊敬の念を
( 13)

いだいていることをもお伝え下さV、。

上に示した一節の中で，とくにJohnsonを[イング 

ランドの生んだ最高のf命理的な作家のひとりj とする 

讚辞がわれわれの注,目をひく。これに対してJohnson 

も Lord H a ile sの立派な人柄や学者としての才能を 

高く評価しているのである。

Lord Hailesの著作は歴史. 法傳•崇教などの多方

>±(10) Lord H ailesの伝記的事項の記敕にあたっては主としてSir Leslie Stephen & Sir Sidney Lee (feds.), The 

Dictionary of National Biography (London : Oxford University Press, 1921一1922), V, 403—406 に依ゥ 

た。J. L. Smith-Dampier, Who's Who in  Boswell (New York: Russell & Russell, 1935) , p . 102 には非 

常に簡潔なLord Hailesの解説がある。

(11) John Rae, Ufe of Adam Smith (Reprint ； New York ： A. M, Kelley, 1965) , p. 3 5 . 大内兵衛•大内節 

子訳 rアダム♦スミス伝_!(東京：岩波書店，1972), P. 44.

(12) Frederick A, Pottle (ed.)« Boswell's London Journal 1762—1763 (London : Heinemanii, 1950), 

p. 188.

(13) R. W. Chapman (ed‘)，Boswell's Life of Johnson (New ed. ； Oxford : Oxford University Press, 

1970) , pp. 3 0 6 - 3 0 7 .神古ち郎訳fサミュュル.ジa ンスン伝（上) J び岩波文船；東京：お波書店，.1941)は 

抄訳で, との部分訳出されていない。上の引川文にあるrラムプラーJ 紐は1750ipにジg ンスンが创TIjした週刊誌で，
『ラセラス《§ は1759：?[iTlj行のジgンスンの教訓的物語。
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Adam S m ithの自筆書恼ニ'®lをめぐって

面にわたり, Dictiot.iary of National Biography に 

よれば1751年から1788年の間で43を数える。主著とし 

て は of Scotland (1776)があげられる。

•2.第一書簡

第書恼は 17G9年 1月15日付のLord Hailesあて 

のもので，『書偷集J ではN o.115 (pp. 139-140)の書 

倚のことである。この書恼の書かれた1769年がSmith 

の生涯の中でいかなる位置を占めるか，ということに 

ついて以下略述してみよう。

1766年11月フランスから帰国したS m ith は，しぱ 

らく ロゾドンに滞在してr道徳感情論』第三版の準備 

などにたずさわった。翌176ア年 5 月Sm ithは鄉里力コ 

一ディに帰り，それ以後は『国富論』執筆のためめ研 

究に專念する。『国ま論』が公刊される1776年までの期

問に閲する「時折の書简が彼の研究の上に投げかける 

光というものがなかったならぱ，この9年間のSmUh 

の生涯*/D物語は9行はどではとんど書か;}̂ たかもしれ
(14)
ないJ というH ir s tのことぱはS m ithの 『国富論 』

執!^への専心ぶりを述べたものであり，本稿で扱うニ

書簡はまさに[彼の研究の上に投げかける光J なので

ある。' ちなみに水田样教授のr年譜』やffl添京ニ教授の 
(16)

rアダム ..スミス |̂̂譜』では，I768年と1ア69年はま.ゥ 

たく空白になっている0

1月15日付の简の全文をそのままの形で示してみ 

よう。小池教授とRoss教授の転写の異なる筒所は， 

下の注の中で小他教授の転写をK, R o s s教授のもの 

をi ?としで明示した。たとえぱ，Pfix] prise R . 

は小池教授はp r ix と読み，第者の調査でもこれをと 

り，一方R o ss教授はp riseと読んでいることを示し 

ている。

( 1 頁）

10

15

20

Kirkaldy 15 : Jan :1769

My Lord

エ am extremely .obliged to your Lordship lor the 

very polite Message you was good as to send me last week 

by Mr John Balfour. The Use of your Lordships collectiコ 

=on of Papers concerning the Prices of Corn & other Provi = 

ニsions in Antient times w ill. lay me under a very great 

obligation. I have no papers upon this -upon- subject except 

an account of the fiars of Mid Lothian from the 1626 & 

this was copied too from a Printed Paper produced in a 

process before the Court of Session some years ago. .1 

expect soon to get some others, particularly an account 

from the Victualling office. I have, however, a good 

number of printed Books such as Fleetwood, Du Pre 

de St Maur, Police des Grains, Messance sur.la Po=

ニpulation & sur les prix des grains, Essays on the Corn 

ti-ade &c； All of which, except Messance, your Lordship 

has probably seen: His accounts go no further back 

than 1670. I look upon him, however, to b6 the most ju ニ 

[=]dicious author of thent a l l . I  have made a good number

注(14) Francis W. Hirst, Ac/am Smith ("English Men of Letters" ； London ： Macmillan, 1904), p. 144.遊部 

久蔵,ポ 『アダム*スミスI  (ま京：弘文堂，1952) P .1 4 2 . 訳文は遊部訳どおりではない。

( 1 5 )大河内ー别1 r国富論研'先MJ Git京：筑 創 ^ , 1972), 273*

( 1 6 )大河内一!B監IR r国富输in J (束京：ホ夾公論社，1976), pp. 483-484.

—— 121{423)——
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「さa 学会雑誌j 71巻 3 号 （I978ホ6 月）

of remarks both upon the accounts given in these 

books, upon some things relating to the same subject 

which I. have foiintl in the History of the Exchequer, 、 

in the English Acts of Parliament, & in the Ordonnances 

of the french Kings. My own Papers are in very great 

disorder & I  wait for some further informations 

which A expect from different quarters before 

I  attempt to give them the last A rrangem ent.,

As soon as they are fit to be seen I  sha'll be very happy

(注）1 . Kirkaldy] K ;  Kircaldy R  ではこの地名のあとにコンマがある力*、，書簡にはなし。 J a n のあとにi?では卷 

略ス"Xがあるが，实際にはなし。また，K にあるコロンが，i ? ではなし。
4. Message] J?; message K. week] K\ R では欠落。 なお，R では[so] goodと袖ゥて説む。

5. Use] R  ； use K . ところで，現代のような分節法（sy llab ication )は確立していなかったので， スミスは 

‘collectiコ，のようにハイフンとしてやや斜めの（==0を用いている。次行にも， 'ニon’ のように（ニ:̂を書いている 

ことに注意。ュリザベス朝でもそうであった。C f ,大塚高信8■シュイクスピァSfE填の5T究J 0U京 ：線崎書林，1952)., 

P. 22. ''

7. Antient] R  ； antient K.

8 . ぺゆon]消した語をそのまま示した。 ,

9. Mid] R  ； Med K . なお，Mid L o th ianは M id lo th ia nのことで，スコットランド南3f{部の州で，首都は 

Ed inburghである。 & ] /( ; and R. R では書簡中の& はすべてa n dとする。 R ではthe [year] 

1626と補って読む。，
14. Pre] K\ Pr6 R . ちなみに，『スミス全傷3 の 『国®,綠:U の p . 199では，Mr. Dupre de St. M a u rと 

なゥている。
16. &] /f; et R. prix] K\ prise R . スミスの‘x ’ の書き方は独特で‘se’ のよ力に見えるのは事実である 

ゼ、,英語の ‘price’ に当たるフランス語の‘prix’ と読むのが正しい

17. trade] K\ Trade R. ではとのあとにコンマがあるが，突際にはなし。

18. further] K\ farther R . スミスの'a’ は上が開いていて，たしかに‘u ,のように見えるが, 26行目の 

•further'などから判断した。

22. Some things] R  ； Somethings K.

28. Arrangement] R  ； arrangement K.

( 2 r o

10

happy to communicate them to your Lordship, if you 

will give me leave either to send them to you or to 

read them to you.

I am very much ashamed of having delayed so long 

to answer a very Polite letter I had the honour to reニ.

ニceive from your Lordship some time ago. I proposed 

to read over the Scotch Acts & to compare tliem both 

with our own historians & with the laws of somo other 

nations that I have had occasion to look into, in order 

to answer it as much to your satisfaction as I  could. I 

have not yet had time to do th is ; for tho* in my present 

situation I have properly speaking nothing to do, rny 

own schemes of Study leave me very little leisure,

—— 122 {424)-一一-
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Adam S m ithの自筆書簡:i l通をめぐっ_て_

which go forward too like the web of penelopc, so

that I  scarce see any Probability of their ending.

Your Loi'dships remarks upon the Scotch Acts seem
nature

to be very much of the sam^ with those of Judge

Barrington upon the JL̂ nglish Statutes which

have been so very universaily approved of.

A work of this kind cannot fail to both extremely

useful & very amusing to all those that are curi =

[=]otiS in the History of their own country. I should

be very happy to contribute any thing in my Power 
of it

to the improvement,. I am ah'aid however エ shall 

be able to contribute but very little ; & it will 

be some time before I can contribute even that 

little. I have the honour to be with highest respect 

& esteem My Lord your Lordships Most Obedient 

' Servant Adam Smith

(注）1 . happy]前直の末尾の語をもう" 度書くのはこの時代の慣わし。

9. occasion] K  t occasions R.

1 1 .t h is のあとは’i f ではコンマだ力;，i f のセミコロンが正しい。

17. nature]捕入語で，挿入個所をスミスは脱字記号の（Z ) という印で示している。

19. very] K  ； R では欠落◊

20. R では， to [be] b o th と補って読む。

22. [ ニ] OUS] iC では，' = o u s ’ となっている力:，突際にはハイフンの（ニ）はなしC

23. any thing] anything K, R,

24. of i t ] 追加した語句。

( 3 H ) If your Lordship wishes to see any of the Books 

I have on the Prices of Provisions they are all at 

your service, as are likewise any Papers upon the. 

same subject which I may hereafter be able to collect.

3 . 第二書簡 

第二書簡は176D年5 月I 2日付のもので，『書簡染』で

は N o .118 (pp. 151-152)にあたる。これは同年5 月 

6 日付のLord Hailesからの書簡び書簡集J のNo. 117, 

pp. 143-150)に対する返書で，資料班☆としては商者 

を合わせて読まなけれぱならない。

( 1 真) My Lord

X received the favour of your Lor/lsmps Letter in 

due course of Post, & have read over the Papers you enclosed 

along with it ; with great pleasure & attention. I am greatly

123 {425)
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r三田学会雑誌j 71卷‘ 3号 （1978年6月）

10

15

20

25

obliged to your Lordship for them: they will be of very great 

use to me*

I shall only observe to your Lordship that all the estimated 

prices of grain among our ancestors seem to have been 

extremely Loose & inaccurate : -The- & that the same nominal 

sum was frequently considered as the Average price both of
• n r ， ，. ， ‘ r 4 W llic ll•

gram & of other things during a course of years inノ consiニ

ニ(terable alterations had been made upon the iiltrinsick

value of the Coin. Tliusy in 1523. & in 1540. the Boll of barニ

ニley & meal is estimated at 13S & 4D, tho in the first

of these two periods thei e ム - only seven money pound[s]

coined out of the pound weight of Silver ; & tho, in the

second there wex'e nine pounds, twelve Shillings coincd out

of it* This estimation is made, hovvevei', by the Lords of

council & Session, from whom the greatest accuracy might

have been expected. It is not conceivable that during

the course of the sixteenth century, so long after the [disニj

ニcovery of the Spanish west Indies, gfain should have

sunk near one third in its average Price, of in the
, ‘ . Market

real quantity of silver that was given for it. The price of

Grain was in those times extremely fluctuating, much

more so than at present, & people seem to have been

so much at a Loss how to fix an average, that they

were happy to catch at any average that had been

fixed

(注）4. i t のあとは/ ( ではコンマだが，突際はi ? のようにセミコロン力*'ある。

5. R は ‘of a very great use*と ‘a’ を入れX いる力;，突際には‘a ’ .はない。

9. Loose] R  \loose K . この行には‘The’ と読める語を消している。

13. Boll] R  ； Bale K . 1523と1540のあとに書簡ではピリオドが書かれている力;，R はこれをそのまま示している。

/Cでは 1540のあとにだけコンマを入れている。

1 4 .13S] R ; 13s K, 4D] 7? ; 4s K . tho] R\ tho, K.

15. pound[s]] pound .K; pounds R . この行よ、り3行にわたって末尾に破損力；ある。樊際には'S，はないのだが， 

補って練む。 •

16. Silver] I t； silver K‘.

17. Shillings] R', shillings

21 .この行の末尾にも破損あり。
22. west] I?; West K.

24. Market] market K, R.

K.

次行の‘=covery*と文脈から考え合わせて，[disニ]と読む。
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(注）7. chuses] R ； chases K . この語のあとに書簡ではコンマがあり， chuses (ニchooses)はあとのto receive 

. に続けて読むのが正しい。

1 1 .Shilling] shilling K.

13. Shilling] i?； shilling K.

14- [ = ] m o n ]この行から3行にわたって文OT部に破損あり。
16. [t]hese] these K ； [?  these] R. 驚は上に示した校訂のように迫加した語で，'ビの部分だけ破れている^

19. Al>bays] 7?; Abbaeys K. Bishopricks] K\ Bishopriks R.

2 1 . [ニ]itant] Cの文頭部にも破損あり。

28. Kirkaldy] K ; Kirkcaldy JR, .

29, March] K; Mar. R , Most] most K, R. Obedient] obedient K, R , .この行に■ある March や 

obliged o 'M *や V と比べt 拥断した维者の修正。 '

— 125 U 27y——

£を を 縦 域 ,》»»"滅¥趣 •愈*

( 2 Ti ) 1 fijced in some forniei period without always attending to the

difference of circumstances. In the conversion Prices that

are agreed upon in Leases, the option whether to pay or take

-1̂5—sometimes- the rent in kind or in money, is sometimes

in the Tennant, Si sometimes in the Landlord. When it

is in the Lanclloi'd, & when the Landlord generally resides

ttpon his estate & chuses, for the convenlency of his

family, to receive the rent in kind, it is very indifferent

to him how low the conversion price is. In this nむighboiir ニ 
* good

10 ニhood the price of a. fowl, a hen, has been for many years

from ten pence, to a Shilling & fifteen pence. Sevral

years ago a friend of mine converted all the Poultry

upon Jus estate at a Shilling. Five pence, however, is a com ニ

[=j,nion conversion pr*ice in a lease, the option being in the

15 Landlord. Leases of this kind have been let within

^wo or three years, I  should .be glad to know, if your

Lordship remembers it, for エ sHould be very sorry to

give you the trouble to consult the record, whether in

the leases of the Abbays & Bishopricks which you have

20 looked into, the option was in the Landlord or in Ten:

[ニ]nanし If it was in the former, as a Monastery is al=

ニw'ays, & in old times a Bishop was generally re=

ニsident, we need not wonder either at tne irregu=

ニlarity, at the lowness of some of the conversion

25 prices. I  have the honour to be with the greaニ

ニtest respect & regard

My Lord

Kirkalcly Your Lordships

12 March 1769 Most Obedient & obliged 

30 Servant Adam Smith

Adam S m ithの自擎書简二通をめぐって



( 3 K )

:m学会雑誌j 71巻3号 （197牌 6月）

If the rejoicings, which エ 'i.ead of in the public papers, in dif

ferent places on account of the Douglass Cause, had no 

more foundation than those which were said to have 

been in this place, tliere has been very little joy upon 

the occasion. There was here no sort of 一 xxxpト rejoicing 

of any kind ; unless four schoolboys having set up' 

three candles upon the trone, by way of an illumina=

サion, is to be considered as such. ‘

(注）5 .消されている語は,がらしきもo 以外は判読不能。

なお，この3買の一節はR aeの Life of Adam S m ithのp. 249 (大內訳『アダム. えミス伝ではpp. 309-310) 

に引用されている。しかし句読点は舆なっている。

あとが き

前のニ享において両教授によるSmithのニ書簡の転 

写を筆者の調査に基づ、て比較検討してみた。商者の 

読みホの異なる筒所は下の注で具体的に示し，それに 

対する筆者の判読を明らかにしておV、た。そのはか必 

要と思われる篇所には補注を加えてある。

ニ書簡を内容的にみれぱ，小池教授がすでに指摘し 

ていろとおり，主として『国富論』第一篇第十一章に 

ある[過去四世紀間における銀の価値の変動に関する 

余論J にかかわりをもつのである。ニ書恼の中にみら

れるS m ithの利用した文献などに闕しては小池教授 

の解説を参照していただきたい。

本稿を結ぶにあたって，第一書簡のニ頁目にある次 

の一節にだけ触れておきたい。それゆニ頁の十二行末 

馬からのr私自身の研究計画は取にはとんど余瑕を与 

えてくれないはどで，しかもぺネロピィの纖物のよう 

に進行しているので，いつ研究が終わるのかとても見 

通しが立たないはどですJ という部分である。このこ 

とからも『国富論』執雄のための準備に打ち込んでい 

すこSm ithの姿をうかがうことができるだろう。

(1978年 3月） 

(経済学部助教授）

注( 1 7 )とくにrスミス全^ (0 の 『国富論 1 』.の pp. 198-201およびその脚注を參
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